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２０１１年国際理事会へ参加して
(オーストラリアにて）

近畿大学生物理工学部 仁藤　伸昌

IPPS-J  ニュースレター

　２０１１年のプレコングレスツアーと国際理会

が５月１４日から５月２６日までオーストラリア

において開催されました。プレコングレスツアー

はメルボルンを出発点とし、東海岸を北上、キャ

ンベラを経由してシドニーに至る。１０００ｋｍ

に及ぶ、山あり谷あり、カンガルーが跳び交う

牧場あり、さらに長い海岸線も臨める変化に富

む長い旅です。様々な景観を見て、国の広大さ

を改めて感じました。

　仁藤は全行程には参加できませんでしたが、

５月２１日にキャンベラで合流し、２６日まで行

動をともにしました。国際理事会は、２３日にタ

スマン海に臨むリゾート地のキアマで、２６日に

はシドニーでそれぞれ終日行われました。キアマ

ではクジラが回遊してくるとの情報が入り、会議

が中断しましたが見ることはできませんでした。

国際理事会に引き続きオーストラリア支部年次

大会が５月２６日から５月２９日まで開催されま

した。２００名を超える参加者があり、活気のあ

る会でした。規模の大きさを感じると同時に若

い人達の参加と積極的な関与が印象的でした。

　国際理事会のプレジデントは Gregorey R. 
McPhee さん。一連の行事の実質的な世話役は

David Cliff さんでした。メンバーに加え、ご家

族の協力もあり周到な準備で対応してください

ました。McPheeさんは昨年に比べちょっと体調

がよろしくないようでした。会議の運営はプロ

グラム通り整然と進められました。（写真 1）は

Cliffさん（左）

と編集担当の

Heuser さ ん

（右）です。

　キャンベラ空港で待ち合わせ、ロングツアーの

人達と合流する予定だったのですが、空港が工事

中であったため行き違いになってしまいました。

小 1 時間空港で待ったのですが、あきらめてタク

シーでホテルに移動し、次の日から行動を開始し

ました。

　キャンベラは清楚な町でした（写真２）。町の中

写真１ Cliffさん（左）と担当者の Heuser さん（右）Cl iffさん（左）と担当者の Heuser さん（右）

写真２ キャンベラ市の遠景。高いビルがない。キャンベラ市の遠景。高いビルがない。

到着時のハプニング
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心部には世界各国の大使館があります。バスは朝、

ホテルを出発し、参加者の国の大使館を一巡りし

ました。休日でしたので交通渋滞もなくのんびり

した雰囲気でちょっとおしゃれな観光でした。

　多くのナーセリーや販売店を見学したのです

が特に印象的な植物について記します。

　オーストラリアには多くのユニークな原生植

物があることが知られています。日本にも導入

されていて、栽培種として育種され、販売され

ているものもあります。オーストラリアでは未発

見や未利用の植物種がいまだに多くあるようで、

野生種の採取、保存、繁殖、販売を行っている

業者がありました。訪問したナーセリーの１つ

は，野生種専門の業者でした（写真３）。発芽実

生は，ユーカリの１種で，実生から変異を見つけ

出し，増殖することも行っています。このナーセ

リーではユーカリだけでも２０を超える種を、ア

カシアも２０に及ぶ種を有しています。バンク

シャも数種保存しています。種子は国の政府、

地方自治体、自然保護団体等と協力して採取し、

保存して繁殖しています。

　販売している植物もオーストラリア原産の植

物が見られました。（写真４）にはしだれ性のユー

カリ、レプトスペルマムおよびブラシノキの仲

間のカリステモンを示します。原生種からいろ

いろな種類が選抜されて利用されています。こ

のような植物を見ると「オーストラリアに来た」

という気分になります。

　オーストラリア原生種のミカン亜科植物のミ

クロシトラス（Microcitrus）とハナシンボウギ

（Glycosmis）が食用として利用されているのに

は驚きました。

　ミクロシトラスは日本では余り見る機会がな

い植物で、樹には細くて堅いトゲが多くあり、細

長い果実を着けることからフィンガーライムと

呼ばれています（写真５と６）。最近の植物分類

ではミカンの一種として Citrus の学名となりま

した。果肉はさじょうから成り、淡緑色や強い赤

色になります。味は「辛辣な酸味」と言われて

います。説明文にもあるようにマーマレードとし

て加工され販売されています。試しにと思いマー

マレードを１瓶買い試食したのですが、舌先は

ぴりぴりするし、食べた数時間後でもぞっとす

るようなゲップが出ました。日本でも馴染みの

マイケルさん

がこの植物の

開発と利用に

力を入れてい

ます。

写真５

写真６ Citrus australasica の樹と果実。Citrus australasica の樹と果実。

原生植物の利用

ミカン亜科植物の利用

写真３

オーストラリア野生種を
扱うナーセリー
オーストラリア野生種を
扱うナーセリー

写真４

Citrus australasicaの説明文。食用に利用できる
との記載があるが、おいしいとは感じなかった。
Citrus australasicaの説明文。食用に利用できる
との記載があるが、おいしいとは感じなかった。

オーストラリア原生種の園芸材料への利用。上：ユーカリ、
左下：レプトスペルマム、右下：カリステモン
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　もうひとつはハナシンボウギです（写真７）。

この植物もわが国ではめったに見られませんが、

東南アジアの熱帯地域からオーストラリアにか

けて原生する植物です。ピンクの実がなり、中

には大きな種子があり、さじょうはありません。

果実は，微かな甘さとミカン独特のえぐ味があ

ります。この果実が加工され，食されていること

には本当にびっくりです。

　また、ミカンの苗木のラベルに台木の種類が

明記されています（写真８）。ミカンを研究した

者としてはわが国では余り使っていないのに、

台木としてヒリュウが用いられていることは不

思議な感じがしました。本当にカラタチのヒリュ

ウであるかは確認できません。また、他の系統

の台木も用いられていることもラベルから読む

ことができます。

　クリケットをご存じでしょうか。イギリス発祥

のスポーツで野球の原型とも言われています。

サッカーに次ぐ世界的なスポーツです。旅の途

中でクリケットに関する博物館に寄りプレーを

しました（写真９）。アメリカからの参加者は野

球と同じようなバットの振り方をします。

蛇足ですが、バッターの後ろに立っている男性

は中国からの

参加者で将来

は中国にも支

部を立ち上げ

たいとの意向

を示し今年か

ら参加してい

ます。

　日本からは既に２名のメンバーがＮＺの大会に

参加し、先方の会員にお世話になっています。非

常に良い若者であったと高い評価を受けました。

写真７ ハナシンボウキ（Glycosmis trifoliata）の説明版と植物体。
おいしいジャムに加工できるとの記載がある。
ハナシンボウキ（Glycosmis trifoliata）の説明版と植物体。
おいしいジャムに加工できるとの記載がある。

写真８ レモン苗木に添えられていたラベル。栽培条件、苗木が明記
されている。
レモン苗木に添えられていたラベル。栽培条件、苗木が明記
されている。

写真９

クリケット

ＮＺとの交流

詳細な情報が必要でしたらお申し付けください。

クリケットでオーストラリアに来た
気分が高揚。冬はラグビー、夏はクリ
ケットが一般的。

国際理事会協議事項

国際理事会での協議の一部を記しておきます。

　

２０１０年のＩＰＰＳの会員数は１７８７名

で昨年より１５２人減少した。

本部への納付金を３米ドル上げ、２０１２

年には１人当たり３３米ドルになる。さら

に２０１３年には５米ドル上げる。２０１３

年には３８米ドルとなる。

２０１０年には全会員の２２％がブラック

ブックあるいはＣＤを購入していない。情報

は「PubHort website」にアクセスし必要な論

文を無料でダウンロードしている。

ＩＰＰＳ Travel Scholarship の有効利用によ

り、若者の交流をはかる手だてが必要である。

International News Letter の発行を検討する。

国際理事会に伴うプレコングレスツアーの期

間を地域の実情に応じて短縮する。次回（日本）

での開催から実施する。

電話あるいはインターネットによる会議を今

年中に２回以上行う。

中国がポテンシャルリージョンとして参加を

期待している。

各支部においてウェブを利用した会員相互の

交流により活動の活性化を推進する。

国際理事会の日程調整は各地域での年次大会

とダブらないように３年前に決定する。

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

１０.
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第１８回愛媛大会へのお誘い

ＩＰＰＳ-Ｊ第１８回愛媛大会実行委員長

愛媛大学農学部 大橋　広明

　既に会員の皆様にご案内を差し上げております通り、９年ぶり２回目の愛媛県での開催となります。

　本大会は、１０月１５日(土)、１６日(日)の２日間で、愛媛大学農学部を会場に開催いたします。大学を

会場にした結果、参加費が比較的安い大会となっておりますので、多くの方にご参加いただければ幸いです。

　柑橘類以外の園芸生産では、あまりめぼしいものがない愛媛県ではありますが、１０月は台風さ

え来なければ、過ごしやすい良い季節ですので、観光もかねて是非お越しください。なお、事前申

し込み期限は８月末となっておりますが、少々遅れても、事前申し込みいただけば、ある程度のメ

リットがあるように配慮いたしますので、まだ申し込まれていない方も、お早めにお申し込み下さ

い。

　１日目は愛媛大学農学部を会場に特別講演・研究発表

会・総会を行います。特別講演では、キャンパス内に３

年前に設置され、今春にさらに大幅に拡充された「知的

植物工場」に関する講演と施設見学を予定しております。

研究発表・総会の後、道後温泉にて懇親会を予定してお

ります。道後温泉本館周辺はここ何年かで整備され、以

前に比べ、だいぶ雰囲気も良くなりました。ゆとりのある

移動時間を設けましたので、懇親会までのわずかな時間

ではありますが、整備されてきれいになった道後温泉街をご覧頂きたいと思います。なお、懇親会

会場は大和屋本店４階・松風ですが、懇親会前後に会場のホテル大浴場に無料で入浴いただけます。

タオル等も無料貸し出しですのでご利用ください。

  ２日目の見学では、果樹研究センターにおいて愛媛県の

果樹研究の取り組みをご覧いただいた後、独特な栽培方法

によるベビーリーフ生産を行っている㈱ JAISTATION をご

覧いただきます。この方法は、ここでは詳しく触れること

はできませんが、当日に説明していただけることになって

おります。午後は、県内では比較的花卉生産が盛んな松前

町に移動し、竹中氏のシクラメンなどの鉢物生産ハウス、

重松氏のオセアニア産植物を中心とした鉢物生産ハウスを

それぞれ見学する予定です。

７月には、写真のようにまだ苗の状態でしたが、当日には

おそらく、良い時期を迎えていることと思います。
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研究紹介

鉄村　琢哉

特別寄稿特別寄稿

　カキ、ニホングリ、ニホンナシ、セイヨウ

ナシ【写真２】ヒュウガナツ、ライチ、マンゴー

など、落葉果樹から熱帯果樹まで幅広く多く

の果樹の組織培養を行っています【写真３】【写

真４】茎頂培養が中心であるため主な目的は

果樹種苗生産ですが、最近はカルス培養や遺

伝子組換え【写真５】も行うと同時に、培養

容器内環境【写真６】や光質の影響【写真７】

宮崎大学 農学部
　　ＩＰＰＳ-Ｊ会長

今回は私の所属する宮崎大学農学部果樹園芸学教育研究分野で

行われている研究内容を紹介したいと思います。なおスタッフ

としては私以外に本勝助教と石村研究員おり、

学生・院生は現在、２４名在室しています。ここ

では主に私が指導している学生や院生と行ってい

る研究内容について紹介します。

果樹の組織培養果樹の組織培養

写真１

平成２３年度宮大果樹研メンバー集合写真

写真７ 赤色光下でのニホンナシシュート発根処理実験赤色光下でのニホンナシシュート発根処理実験赤色光下でのニホンナシシュート発根処理実験

写真４

写真６

写真３ 培地作成作業中培地作成作業中培地作成作業中

写真２ セイヨウナシ“ラ・フランス”シュートの培養
（蓋の違いがシュートの形態に影響を及ぼします）
セイヨウナシ“ラ・フランス”シュートの培養

（蓋の違いがシュートの形態に影響を及ぼします）
セイヨウナシ“ラ・フランス”シュートの培養

（蓋の違いがシュートの形態に影響を及ぼします）

容器内のエチレン濃度分析中容器内のエチレン濃度分析中容器内のエチレン濃度分析中

写真５ カキ組換えカルス培養中カキ組換えカルス培養中カキ組換えカルス培養中クリーンベンチ内での植え替え・調査中クリーンベンチ内での植え替え・調査中クリーンベンチ内での植え替え・調査中
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特別寄稿特別寄稿 研究紹介

も調査しています。カキやナシの培養は比

較的容易に行えるようになりました【写真

８】【写真９】が、それでも発根させるのが難し

い品種が未だに多くあります。ニホングリは

シュートを伸長させることは可能となりました

が【写真１０】培養中に枯死するシュートが多い

ため増殖ができず、何が原因なのか探っている

状態です。一方、ヒュウガナツやライチなどは

ほぼ培養不可能であり、これらは何とかシュー

トを生存させる方法を探っています。その中で、

マンゴーは実生を材料とすれば何とか植物体再

生までできるようになりました【写真１１】ご存

じの通り、宮崎はマンゴーの産地ですから、将来、

培養苗が生産した果実が販売されるかもしれま

せん。

　主にカキとニホングリを材料として緑枝挿し

の実験を行っています。緑枝挿しには、ミスト【写

真１２】だけでなく、マイクロミスト【写真１３】

やフォグ【写真１４】なども使い、実験しています。

果樹の挿し木果樹の挿し木

写真８

写真９

写真１０

写真１１

写真１２

写真１４

ニホンナシシュート鉢上げ中ニホンナシシュート鉢上げ中ニホンナシシュート鉢上げ中

ニホングリシュート伸長中（ここまでは順調なのですが ...）ニホングリシュート伸長中（ここまでは順調なのですが ...）ニホングリシュート伸長中（ここまでは順調なのですが ...）

鉢上げ中のマンゴー培養幼植物体鉢上げ中のマンゴー培養幼植物体鉢上げ中のマンゴー培養幼植物体

稼働中のミスト稼働中のミスト稼働中のミスト

細霧冷房装置を使ってフォグを発生させて
カキの挿し木実験中
細霧冷房装置を使ってフォグを発生させて
カキの挿し木実験中
細霧冷房装置を使ってフォグを発生させて
カキの挿し木実験中

カキＭＫＲ１シュート発根中カキＭＫＲ１シュート発根中カキＭＫＲ１シュート発根中

写真１３ 稼働中のマイクロミスト稼働中のマイクロミスト稼働中のマイクロミスト
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果樹の台木が地上部の成長に与える影響果樹の台木が地上部の成長に与える影響

　カキの挿し木は２０年以上取り組んでいる私

のライフワークでもあり、ようやく安定して発根

させることができるようになりました。平成２１

年度から３年間、「新たな農林水産政策を推進す

る実用技術開発事業」により農林水産省より研

究費を頂き、品種登録出願中のカキ台木わい性

台木ＭＫＲ１を実用的レベルで挿し木繁殖する

ことを目標として㈱山陽農園と共同研究を行っ

ています。ＭＫＲ１以外のカキわい性台木につい

ても効率的な挿し木方法を明らかにする実験を

行っています【写真１５】また、イスラエルでは

カキの台木にアメリカガキという別種のカキを

使っているのですが、それを挿し木できないか

とイスラエル農業省の農業研究所の研究員から

打診され、現在、共同研究ができないか検討中

です。

　一方、ニホングリは、前述した通り組織培養

で増やすことが難しいので、挿し木で増やそう

と試みています【写真１６】ある程度は発根す

るのですが、公表できるレベルには至っていま

せん。スロベニア国のリュブリャーナ大学の先

生がヨーロッパグリの挿し木繁殖を試みており、

彼らと共同研究を進めるための研究費を日本学

術振興会に申請しているのですが、なかなか採

択されません。

　果樹は台木を利用した栽培が主流です。リン

ゴやブドウでは、果実を着ける穂木と同様、種々

の特性を有した台木も選ぶことができ、栽培条

件・目的に合わせて様々な組み合わせで栽培さ

れています。これらの果樹は挿し木容易であり、

そのことが多種多様な台木を生み出しました。

一方、カキやクリ、ウメなどの挿し木繁殖の困

難な果樹は、種子を播いて実生を作り、穂木品

種を接ぎ木して苗木を完成させる方法がとられ

ています。果樹の実生は基本的には遺伝的に雑

ぱくですので、一つ一つ形質がバラバラであり、

そのことは地上部の成長に均一性を与えないだ

けでなく、不安定な果実生産をももたらしてい

ます。遺伝的に揃った、すなわちクローン台木

を用いるとこの問題は解決でき、実際にミカン

の台木に使用されているカラタチの実生苗は、

その多くが珠心胚由来すなわち母親の細胞由来

であるため、種子からクローン台木を得ること

は容易であり、日本で広く利用されています。

　最近はカキの樹も知らない学生がいますが、

高木になるのはご存じの通りです。カキ樹を小

型化（＝わい化）することができれば多くのこと

で栽培者に利益をもたらします。事実、リンゴ

ではわい性台木が世界中で用いられ、日本でも

わい性台木を使った樹が栽培面積の３分の２以

上を占めている県もあります。カキでも同様の

ことができれば、高所作業が無くなり農家の負

担が減る上に、新しくカキ苗木の需要が掘り起

写真１５

写真１６

カキ挿し木の培土試験カキ挿し木の培土試験

マイクロミスト下でのクリと
カキの挿し木実験
マイクロミスト下でのクリと
カキの挿し木実験
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研究紹介特別寄稿特別寄稿

その他その他

こせると考え、前述の研究費を使用してＭＫＲ

１を中心としたわい性台木の栽培に関する研究

を進めています【写真１７】研究・調査をすれば

するほど、この台木が非常に魅力的なことがわ

かってきました。研究材料として申し分ないだ

けでなく、実用化の可能性も非常に高いわい性

台木であると信じています。

　一方、ブドウについても台木を変えた栽培試

験を行っています。九州では収穫期に夜温が低

下しないため、黒色系や赤色系のブドウの着色

が非常に悪く、市場価値を落としています。着

色改良のための栽培努力はいろんな方法で行わ

れていますが、我々は京都府立大学の本杉日野

教授が開発した「４倍体台木」というものを利

用して着色改善を試みています。“巨峰”はまず、

栽培することが大変であり、毎年、立派な果房

が収穫できるかどうか一喜一憂していますが、

それも研究の一つの楽しみ方かもしれません【写

真１８】

　本勝助教はマンゴーなどの熱帯果樹や宮崎特

産果樹のヒュウガナツを材料として生殖生理に

関わる研究を中心に行っています。また、マン

ゴーの花成遺伝子の探索やカキわい性台木判別

マーカーの開発等、若手研究者らしくＤＮＡを

取り扱った研究も精力的に行っています。一方、

石村研究員はカキわい性台木がなぜカキ樹を小

さくするのかというテーマを中心に研究を行っ

ており、接ぎ木部の顕微鏡観察、光合成や蒸散

水量【写真１９】の測定などの他、わい性台カキ

樹の生育調査（害獣対策も含む）に日夜いそし

んでいます。

　以上、紹介した研究内容については、ほぼ毎回、

大会で発表しています。発表要旨を読んだだけ

ではほとんど内容はわかりません。興味を持た

れた方は、ぜひ大会参加して質問をお願いしま

す。お待ちしております。

　最後になりましたが、震災の影響があらゆる

ところに及んでいます。私たちの研究費の多く

が税金で賄われていますから、直接的な影響が

出始めています。地震や津波の被害を直接受け

られた方のことを考えると研究費削減などは当

然だとはいえ、そのことにより研究が停滞する

ことの無いよう日々努力していきたいと考えて

います。歴史的にも大変な時期を迎えていると

はいえ、ＩＰＰＳ-J および会員の皆様方の発展を

願ってやみません。

写真１７

写真１８

写真１９

調査中のブドウ
“巨峰”果実
調査中のブドウ

“巨峰”果実

蒸散水量測定中のカキ苗木蒸散水量測定中のカキ苗木

８年生“平核無”（手前）および“富有”（奥）カキ樹
左：ＭＫＲ台、右：ＫＤ-１喬性台
８年生“平核無”（手前）および“富有”（奥）カキ樹
左：ＭＫＲ台、右：ＫＤ-１喬性台
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ニュージーランドで学んだ
人と植物の関係

宮崎大学 農学部 石村 修司　

　私は現在宮崎大学農学部でカキわい性台木の

生理特性について研究しております。ＩＰＰＳ-Ｊ

会長の鉄村教授の勧めもあり今年の２月にＩＰ

ＰＳ-Ｊ入会致しました。今回ニュージーランド

支部との国際交流委員事業のお話を伺い、応募

したところ運よく採用されまして、今回多くのこ

とを経験することができました。そこでＮＺ滞

在中に学んだこといくつかを報告させていただ

きたいと思います。

　今回の訪問でＩＰＰＳのメンバーはもちろん、

多くの現地の方と話をする機会がありましたが、

会話の中で最も話題に挙がったのが『地震と原

発』でした。今年の２月に起きたクライスト

チャーチ地震のニュースが連日のように報道さ

れ、復興に向けて多くの市民が関心を寄せてい

たのが印象的でしたが、東日本大震災にも多く

の方が心を痛めてくださり、私に対しても哀悼

の念を持って接してくれました。

　私が訪れたタウポは火山地帯で、大きな火山

湖（タウポ湖）があり、至る所でスチームが上がっ

て硫黄の香りが漂う地域でした。このスチーム

と温水を利用した地熱発電所が幾つもあり、タ

ウポの電力をまかなっていました。またここで

お世話になった Taupo native というナーセリー

ではすぐ近くに大きな地熱プラントがあり、高

圧高温の蒸気を使って冬場は温室の加温を行っ

ており、自然のエネルギーをうまく利用した育

苗がなされており非常に感心しました（写真１）。

　また、オークランド近郊にある Joy plantsとい

うナーセリーではＮＺ固有の植物や希少植物を

繁殖・販売していましたが、元々古い森であっ

たところを利用して自然の環境のもとで植物を

管理していました（写真２）。木の株もとには日

陰を好む植物を、沢の付近では湿地を好む植物

を、排水性がよい土壌を好む植物はおが屑など

を混ぜた土で繁殖するなどのエコロジーを大切

にした無理のない管理がされていました。この

植物と自然と人との関係を大切にした取組が地

自然エネルギーの利用

自然を生かした育苗

植物と自然と人との関係を大切にした取組が地

写真１

写真２

ワイラケイ地熱発電所ワイラケイ地熱発電所

養成中のクリヴィア養成中のクリヴィア
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ニュージーランドで学んだ人と植物の関係

域で高い評価を受けており、学校での講演やワー

クショップも積極的に行っていました。

　今回のＮＺ訪問では特に次の２点において非

常に感銘を受けました。1 つ目は『Native Plants』

つまり NZ 固有の植物を非常に大切にし、これら

がＮＺ各家庭の庭に好んで植えられているとい

うことです。ガーデンセンターでは必ず『Native 
Plants』のコーナーがあり、多くの固有種が販売

されていました（写真３）。私たち日本人にはた

だのシダ植物にしか見えないものでも、小さな苗

で９ＮＺドル以上（日本円で約６３０円）ほどで

売られており、ＮＺの人々の『Native Plants』に

対する愛着と関心の高さに驚きました。

　２つ目は、人と植物との係り合いについてで

す。私が最後に訪問したオークランド植物園で

はＮＺの『Native Plants』はもちろん世界中の

『Native Plants』が植栽されており、園内で植え

られている植物の多くは園の隣にある付属ナー

セリーで繁殖され、園のスタッフによって植栽・

管理されていました。また、小さな子供向けの

エリアが設置されており、いろいろな国の固有

植物について学ぶことのできるエリアや、コン

ポストの仕組み、野菜を育てるコーナーなどが

あり、ただ展示するだけでなく自然とは何なの

か、植物と人とがどのように関わっているのか

を自由に学ぶことができ、日本の公営の植物園

にはない農業大国独自の教育方針に感銘を受け

ました（写真４・５）。

　私はこれまでに海外に渡航した経験がなく、

英語も堪能ではないので終始片言の英語でした

が、滞在先のホストファミリーはもちろんＮＺ支

部のメンバーも現在のＮＺの園芸・農業事情を

解り易く教えてくださり、非常に勉強になりまし

た。日本は経済を優先的に発展させてきた結果、

自然破壊や公害問題、ストレス社会化など多く

の負の遺産を生み出してきました。ＮＺにそのよ

うな問題が全くないとは言えませんが、おおら

かさと自然との共生を大切にするＫＩＷＩ達の

姿勢は私たち日本人が今、最も手本にしなけれ

ばならない姿ではないかと感じました。最後に、

今回の派遣事業でお世話になりましたＩＰＰＳ

メンバーの方々に感謝を申し上げます。ありが

とうございました。

写真３

ー

非

』

ら

い

e

売

た

苗 にはない農業大国独自の教育方針に感銘を受け

写真４

写真５

NZ 固有種の販売NZ固有種の販売

南アフリカ原産　Elegia南アフリカ原産　Elegia

コンポストコーナーコンポストコーナー
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　　　　　　　　　㈲綾園芸　草野　修一

ラナンキュラスの交雑と変異ラナンキュラスの交雑と変異

　ラナンキュラスはキンポウゲ科の塊根植物で、

　切り花・鉢物で営利栽培されます。日本の気

候には合わない植物ですが、高温多湿の夏は地

上部がなく、根だけ（球根と言っていますが、

正式にはダリアに似た塊根）で休眠しているの

で、その間は除湿倉庫に入れておくことで毎年

維持できます。除湿機が無い時代は苦労しまし

た。また、最近の温暖化のためか、秋にはクーラー

の使用が必須となってきました。しかし、逆に

冬期はさほど加温がいらないので、省エネ作物

と言われていることもあります。

　父の跡を継ぐかたちで、ラナンキュラスの育

種をはじめて２２年になります。当初はまだバ

ブルの頃で、いろいろな新しい花が高値で取引

されていました。そんな中で、ラナンキュラスの

切り花は市場では時代遅れの花という評価で、

ひどい安値でした。一時は国内でかなりの生産

があったのに、どうしてこんなに売れなくなった

のか、父は首をかしげていました。今考えると、

一番の理由は流行ですが、花首が折れやすいな

どの性質で花屋さんが敬遠し、塊根が腐りやす

く採花本数も少ないなど栽培上の問題で生産者

から敬遠されました。また他のＳＴＳが進歩し

た花々に比べてラナンキュラスは水が落ちやす

いので市場での見栄えが悪かったのも一因かと

思います。

　いろいろな問題点は、育種以外の解決策が半

分くらい必要でしたが、やはり育種が当初の目

的でしたし、出来ればＦ１品種を作ってみたい

と思っていましたので、ある年から数年間は相

当量の実生をつくりました。この時に今でも残っ

ている品種が多くでています。やはり多く作る

と何か出てくる確率が高くなります。しかしま

た同時に、５００系統くらい違う色の組み合わせ

で作ったのに同じような物がたくさん出たのが

予想外でした。交配を１０年ほど重ねた行くう

ちに突然グリーン等色々な変異が出てきまし

た。もともとラナンキュラスは古い時期に地中

海周辺で交雑が起きていたことが考えられ、ま

た４００～２００年前にはヨーロッパで交配が盛

んに行われていたようで、そのためいろいろな

因子をもっていて、それらが表に出てきたため

と最近は考えています。

　もちろん交配は意図的行うのですが、純系を

作っていく作業（Ｆ２、Ｆ３、Ｆ４・・・）の中で

自殖弱勢気味になっていく個体の中から突然今

までのものからは考えられないくらいビガーな

物が出てきたりしました。、弱くて何の取柄もな

く、いよいよ捨てようかとした個体の花粉から

突然、思いもかけないものが出てきます。交配

間違いではないかと思うほどで、まさに「トンビ

がタカを産む」です。
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ラナンキュラスの交雑と変異ラナンキュラスの交雑と変異

ニュースレターへの原稿大募集

会員相互の情報交換の場として、このニュースレターをご利用ください。
気軽に投稿していただければ幸いです。ご投稿を心からお待ちしています。

手描き文章はもちろん、ＣＤ、Ｅメールでも受け付けます。写真も大歓迎です。
原稿内容は１ページあたり１，０００字＋写真２～３枚。顔写真をお忘れなく。

受付窓口

〒５１４-２２９３

三重県津市高野尾町１８６８-３

㈱赤塚植物園　藤森 宛

ＴＥＬ ０５９-２３０-１２３４（代）

ＦＡＸ ０５９-２３０-０５７６

Ｅ-ｍａｉｌ ｆｆｃｔｆ＠ａｋａｔｓｕｋａ．ｇｒ．ｊｐ

　日本経済新聞の夕刊を取っている私にとって、幾つか楽

しみにして記事があります。その一つは一面の下段にある

『明日への話題』という欄です。この欄へ元千葉大学の学

長でＩＰＰＳ-Ｊの元会員である千葉大学名誉教授古在豊

樹先生が毎週木曜日に投稿されています。読解力のない私

には、なかなか格調の高い文章で読み返さないと意味が理

解できないこともあります。しかし植物という同じ分野に

いる私にとっては一つ一つ納得のゆく主張で、楽しみにし

ています。

　ここへ掲載いたします。８月１８日(木) 

題は「植物：不動のエース」の最後の部分です。

編 集 後 記

　『２０世紀は石油と植物を消耗品とした時代であったが、

２１世紀は植物を再生可能資源として循環利用する時代で

ある。適切な温度範囲であれば、光、水、ＣＯ２、無機栄養

成分だけから光合成で多様な有機物を生産する緑色植物

だけが有する能力を存分に生かした、持続可能な植物再生

産システムの構築が地球生態系の安定と人類の生活の質

の向上のために期待されている。』

　私もまったく同感です。これからの先生の投稿を楽しみ

にしています。会員の皆様も是非ご覧ください。

ニュースレター担当：藤森忠雄

　１０年ほど

追いかけてい

るうちに、当

初の目的の茎

が丈夫で豊産

生・花色が豊

富という点は

ある程度達成されました。そうすると欲が出る

もので、画期的性質を得るために、別の原種と

交雑するほうに興味が移ってきました。我が家

の周りにもたくさん咲いているウマノアシガタ

はラナンキュラスです。高温多湿に耐えて毎年

咲く性質を取り込めれば夢のようです。

　そんな折、ふとしたことから地中海のウマノ

アシガタともいうべきある原種とラナンキュラ

スの交配が出来るという情報にふれ、早速自分

でも取り組んでみました。

　最近、千葉大の三位教授に調べていただく機

会があり、当社の新しい系統のミノアンやアリ

アドネがそれとの種間交雑の可能性が高いとの

結果がでました。

　この新しいラナンキュラスは花弁に光沢のあ

ることが特徴です。当社ホームページに光沢の

強いピカピカのラナンキュラスの記事を載せて

おります。機会がありましたらご覧ください。

ミノアンミノアン

ウマノアシガタウマノアシガタ
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